
十一面観音（じゅういちめんかんのん）

十一面観音のアップ写真

石尊コースを歩くと、十一面観音様が皆さんを温かく出迎えてく
せき そん ある めん かんのんさま みな あたた でむか

れます。「青木沢石尊本地」｢十一面観世音」「(左 )願主金平」と石に刻ま
あおきさわ せき そん ほんじ めん かんぜおん ひだり がんしゆ きんぺい いし きざま

れています。いつ作られたかは不明です。
つく ふめい

観音様とは、正式には観世音菩薩と呼ばれ、慈悲（思いやり）の心
かんのんさま せいしき かんぜおん ぼさつ よ じひ おも こころ

により、救いを求めている人があったらすぐにそこへ行って彼らを
すく もと ひと い かれ

救済をすると言われており、とても優しい菩薩（仏の次の位）様の
きゆうさい い やさ ぼさつ ほとけ つぎ くらい さま

ことです。

そんなわけで、観音菩薩は特に女性的に表現されることが多いよう
かんのん ぼさつ とく じよせいてき ひようげん おお

です。「十一」という数字は、10本の指では数えきれないということ
すうじ ぽん ゆび かぞ

から「たくさん」ということを表しています。
あらわ

たくさんの顔を持つことによって、すべての方向を見ることができ、
かお も ほうこう み

人々のあらゆる苦しみを見逃すことなく取り除き、救うからともいわ
ひとびと くる みのが とりのぞき すく

れています。


